


納税者の増、企業収益の改善等により、
市税は増加を見込んでいます。
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5 モーターボート

平成28年度の予算は？

１兆8,839億円

7,979億円

7,845億円
（1兆9,090億円）

（7,820億円）

（8,784億円）

3,015億円
（2,487億円）

前年度比
1.3％減

前年度比

0.3％増

前年度比

9.2％減

前年度比

21.3％増

歳入の内訳
（財源別）

7,845億円
（7,820億円）

一般会計の予算は、過去最大の規模
となっており、政令指定都市（20都市
中）では、大阪市、横浜市、名古屋市、
札幌市についで5番目の規模です。

特定財源
3,880億円
【49.5%】

諸収入など
1,512億円
（1,536億円）

使用料及び手数料
245億円
（242億円）

県支出金
324億円
（337億円）

市債
381億円
（384億円）

その他交付金など
564億円
（553億円）

臨時財政対策債
325億円
（365億円）

地方交付税
280億円
（290億円）

市税
2,796億円
（2,744億円）

一般財源
3,965億円
【50.5％】

国庫支出金
1,418億円
（1,369億円）

等



歳出の内訳
（性質別）

7,845億円
（7,820億円）

歳出の内訳
（目的別）

7,845億円
（7,820億円）

就学前児童の教育・保育給付等
により増加しています。

社会保障関係費の増等により増
加しています。

商工金融資金の預託金が
減少しています。

退職者の減による退職手当の
減などにより、人件費は減少
しています。

保育所入所児童数の増等による教育・保育給
付費の増等により増加しています。

普通建設事業費等は、国の補正予算に
伴う学校大規模改造事業等の前倒し等
により減少しています。

普通建設事業費等
727億円
（780億円）

投資及び出資金
37億円
（37億円）

貸付金
1,086億円
（1,160億円）

積立金
31億円
（33億円）

公債費
951億円
（955億円）

繰出金
559億円
（556億円）

その他
846億円
（824億円） こども育成費

1,073億円
（1,020億円）

保健福祉費
2,047億円
（1,985億円）

環境費
301億円
（306億円）

土木費
384億円
（419億円）

教育費
534億円
（570億円）

公債費
956億円
（960億円）

都市計画費
611億円
（606億円）

経済観光文化費
1,093億円
（1,130億円）

人件費
792億円
（793億円）

物件費
886億円
（862億円）

補助費
589億円
（537億円）

扶助費
2,096億円
（1,999億円）

維持補助費
94億円
（108億円）

その他
2,664億円
【33.9％】

投資的経費
727億円
【9.3％】

消費的
経費

4,456億円
【56.8％】



一般会計の予算を市民一人あたりに換算すると約52万円となり、市民生活の向上や地域経済の
活性化などいろいろな施策に取り組んでいます。

億

2,061

1,202

1,076

816

616

547

426

343

308

214

130

106

7,845

137,332

80,103

71,678

54,367

41,009

36,445

28,395

22,833

20,513

14,278

8,656

7,084

522,693

（26.3%）

（15.3%）

（13.7%）

（10.4%）

（7.8%）

（7.0%）

（5.4%）

（4.4%）

（3.9%）

（2.7%）

（1.7%）

（1.4%）

（100.0%）

新たな保育需要への対
応など、健やかな子ど
もの育成に積極的に取
り組みます。

高齢者も障がい者も
誰もが住みやすい
まちづくりを進めます。

地域コミュニティの活性
化など、支えあいとつな
がりのあるまちづくりに
取り組みます。

市民一人あたりの
予算52万円は、
20政令指定都市中、
3番目の多さです。

※平成27年12月末現在の人口（150万955人）で割っています。

※（　　）内は、構成比を示しています。

平成28年度予算



ローンを5万円返済する一方、
新たな借入は3万7,000円に抑えました。
　借金残高を減らす努力をしています。

32万円 11万1,000円

4万2,000円

4万9,000円

4万4,000円

6万円

6万円

5万円18万9,000円

13万1,000円

3万7,000円

5万9,000円

義務的経費の割合は、48.9％となっており、政令市平均の

52.8％と比べると、やや低い状態です。



　福岡市の「住みやすさ」に磨きをかけて市民生活の質を高め、質の高い
生活が人と経済活動を呼び込み、都市の成長を実現させ、都市の活力に
よりさらに生活の質が高まるという好循環を創っていくために、平成28年
度は、成長の果実を子どもからお年寄りまで行き渡らせるため、以下の事
業等を実施します。

あらゆる世代が絆をつむぎ暮らしやすさを実感できるまち

子育て支援の充実

子どもの貧困対策の推進

子ども医療費助成制度
 424,893万円

新たな保育需要への対応
 323,228万円

　子どもの健やかな成長を願い、安心して医療機
関で受診できるよう、通院は小学校就学前まで、
入院は中学校3年生までの保険診療に係る医療
費の自己負担相当額を助成します。
　また、通院は平成28年10月診療分から対象を
小学校6年生までに拡大して実施します。

子どもの貧困対策の推進
 240,030万円
 貧困の状況にある子どもたちが健やかに育成さ
れる環境をつくるため、地域で子どもを見守り、支
援につなぐネットワークの構築や、ひとり親家庭の
保護者の就労に向けた職業訓練に対する貸付事
業を行うほか、ＮＰＯやボランティアなどが行う食
事の提供と居場所づくりへの支援などに取り組み
ます。
　また、学校や地域における放課後学習への支援
や、新たに、スクールソーシャルコーディネーター
を配置し、学校・家庭・地域・ＮＰＯ等との連携によ
り、必要な児童に必要な支援を届けます。

　新たな保育需要に対応するため、保育所の新設
や小規模保育事業の認可など多様な手法により
1800人分の整備を進めます。
　また、保育所の増加等に伴い必要な保育士等を
確保するため、保育士・保育所支援センターでの就
職あっせんや就職支援研修の実施に加え、潜在保育
士の再就職にあたって就職準備金や保育料の一部
貸付等を行う事業を新たに実施するとともに、保育
士等の心の悩みや
勤務条件などを相
談できる窓口を設
置し、就労の継続
を支援します。

（写真：小規模保育事業所の子どもたち）

入院 中学校３年生まで

通院 小学校就学前まで

入院 中学校３年生まで

通院 小学校６年生まで



教育環境の充実

健康寿命の延伸

（写真：管理栄養士を目指す学生による子育て応援料理教室）

小・中学校への空調整備
 177,876万円

共創によるコミュニティづくり
 52,742万円

　夏季における児童生徒の健康を維持し、学
習しやすい環境を整えるため、市立小・中学校
の普通教室に空調設備を整備しています。小
学校は既に全校の整備を終え、中学校も平成
２８年８月に整備が完了する予定です。

国際教育礎プラン
 3,050万円
　小中高連携推進モデル地区において、カリ
キュラム作成、ＩＣＴを活用した授業など英語授
業の早期化・教科化・高度化に向けた研究を
進め、取り組みの成果を全市に広げます。

50歳、60歳代から始める認知症・
ロコモ予防 536万円
　科学的根拠に基づいた保健指導ツールなど
を活用し、要介護の要因として大幅な増加が見
込まれる認知症やロコモティブシンドロームの
予防に関する取組みを、高齢期前から、重点的
に実施します。

  自治協議会と福岡市がパートナーとして、地域の未来を
共に創り出していく「共創」の取組みを推進するため、地域
の絆づくりや担い手づくりへの支援を強化いたします。
　また、地域活動を応援する企業や商店街等を登録・公表
し、地域との連携を促進します。
　大学生などが公民館とともに地域に向けた講座を企
画・実施する取組みを行い、学生の新たな発想を活かすな
ど、若者の地域活動への参加を促進します。 

国民健康保険データヘルス計画に基づく
保健事業の推進 3,011万円
　生活習慣病が重症化し、高額の医療費がか
かる疾患のリスクが高い対象者へ重症化予防
の保健指導等を実施します。
　40歳、50歳の特定健診受診を無料にします。

共創によるコミュニティづくり



新しい成長の種が生まれ育つまち

世界と繋がるスタートアップの街

外国人の創業支援
 1,672万円

ＦＵＫＵＯＫＡ農山漁村地域スタートアップ
応援事業 640万円

国際スポーツ大会の招致・開催準備等　
 10,332万円

　国家戦略特区における「経営・管理」の在留資格
申請時の要件緩和を活用し、外国人の創業活動を促
進します。
　民間インキュベーション施設事業者や不動産事
業者と連携し、福岡市内で創業する外国人を対象に、
事務所や住居の賃料補助、情報提供などの支援を
行います。

　全国の農山漁村地域でのビジネスの成功事例を
地域・事業者など様々な主体がともに学び、交流す
るセミナー等を開催します。

アントレプレナーシップ教育
 1,825万円
　地域や若手の起業家、各界の著名人による講話や、立志に
関わる図書を活用することで、児童生徒が将来に夢や希望
をもち、新しいことにチャレンジする意欲を育成します。
※アントレプレナーシップ教育：自分の将来に夢や希望を持ち、

　新しいことにチャレンジしていく意欲を育成する教育。

　「ラグビーワールドカップ２０１９」及び２０２１年開催
の「世界水泳選手権」の開催準備やキャンプ招致などを
進めるとともに、新たな大会の招致にも取り組みます。

いきいきとみんなが働く街多彩な人が集うおもてなしの街

ＭＩＣＥで賑わい、潤う街

新しいアイディアやサービスが生まれる街

観光バスの受入環境の改善 3,780万円 企業立地促進制度の実施 819,814万円
　クルーズ船の寄港数急増等を背景とした観光バ
スによる訪問先周辺の交通課題の解消を図るため、
観光バスの受入環境の改善に取り組みます。

　市の経済の活性化や雇用創出などのため、立地
交付金制度を活用し、既存事業所の転出を防止する
とともに、知識創造型産業などの成長分野の企業や
本社機能の立地を促進します。

（写真：ジャーナリスト・元NHK アナウンサー
堀潤氏による「夢の課外授業」）



次の世代のために力強く歩むまち

未来に向けて生まれかわるまち

天神ビッグバンエリアの新たな
魅力づくり 16,300万円
　天神明治通り地区地下通路の民間整備への支援や天神
ビッグバンエリアにおける新たな魅力づくりに向けた検討
などに取り組みます。

ウォーターフロントネクスト

クルーズ船受入環境等の強化
   105,398万円

国内を代表するＭＩＣＥ拠点の形成
 15,535万円

　クルーズ船の寄港回数の増加や大型化に対応す
るため、中央ふ頭での大型クルーズ船受入に向けた
岸壁改良など、クルーズ船受入環境等の強化に取り
組みます。

　ＭＩＣＥ関連施設が一体的・機能的に配置された拠
点の形成を目指し、第２期展示場や新ホール等の
整備や、ホテル・賑わい施設等の誘致に向けた検討
を進めます。

文化・芸術・スポーツ活動拠点の整備・充実

福岡市科学館整備  　 46,320万円 美術館リニューアル事業 　　　　　16,728万円
　子どもの学力の向上と福岡の将来を担
う人材の育成を目的とし、科学の原理や最
新の科学技術を楽しく学べる、参加体験型
の科学館を整備します。（平成29年10月開
館予定）

　施設の老朽化への対応と魅力向上のため、平成２８年９月
から美術館を休館し、大規模改修・リニューアルを進めます。
（平成３１年３月開館予定）

身近な交通・物流機能の強化

空港機能強化の促進
  118,298万円
　福岡空港の混雑状況や将来の航空需要に適切に
対応していくため，平行誘導路の二重化及び滑走路
増設の早期完成に向けた取組みを国や県とともに
推進します。

（写真：福岡市科学館　基本展示フロアイメージ）
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